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ネイチャーゲーム発祥の地を訪ねて
Visiting of Ananda, the cradle of“Nature game” 
石崎一記
Kazuki lSHIZAKI 
I ネイチャーゲームと環境教育
1.環境教育の現状
平成6年12月
December 1994 
環境教育とは「環境とそれにかかわる問題に気づき，関心を持つとともに，当面する問題を
解決したり，新しい問題の発生を未然に防止するために個人および社会集団として必要な知識，
技能，態度，意欲，実行力などを身につけた人々を育てることjを目的とした教育活動のこと
である。これは1975年の国際環境教育会議において採択された，いわゆる「ベオグラード憲章」
の内容である。ここには基本的な目標として，次の2つが示されている。
①各国民がそれぞれの文化に基づいて，全環境という文脈の中で，「生活の質」，「人間の
幸福」などの基本的概念の意味を自ら明確にすること。そして，それは自国の領域の限界を超
えて， 他国の文化に対する明確な理解と正当な評価にまで拡大されてゆくべき ものであること。
② いかなる行動が，人間の可能性の保全と進展を確保し，生物 ・物理的及び人工的な環境
と調和して，社会的・個人的幸福を増進させうるかについての共通理解を明確にすること。
また，具体的な教育目標として次の6つがあげられている。
① 関心
「環境とそれにかかわる問題に対する関心と感受性を身に付けること」
②知識
「全環境とそれにかかわる問題及び人間の環境に対する厳しい責任や使命についての基本的
な理解を身に付けること」
③ 態度
「社会価値や環境に対する強い感受性，環境の保護と改善に積極的に参加する意欲などを身
に付けること」
④技能
「環境問題を解決するための技能を身に付けること」
⑤ 評価能力
「環境状況の測定や教育プログラムを生態学的・政治的 ・経済的・社会的・ 美的，その他の
教育的見地にたって評価できることJ
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⑥ 参加
「環境問題を解決するための行動を確実にするために，環境問題に関する責任と自体の緊急
性についての認識を深めること」
これらに見るかぎり，単なる公害教育でも，また，野外活動でもない， より広い視野に立った，
地球環境の中での人間の在り方についての教育が求められている。つまり，環境に関する行動
の最終目標が，人間対人間， 人間対自然のあらゆる生態学的諸関係を改善することにあるとい
える。言うならば，すべての教科での教育内容を環境教育の視点から位置付けることも可能で
あるとさえ言えるような，総括的な見地，内容を含んでいる。このことが，逆に具体的な教育
現場での取り組みを遅らせてきた要因でもあるだろう。
我が固においては， 1991年に環境教育指導資料 （中学・高校編）が1992年に小学校編が発行
され，ょうやく実際の教育現場での取り組みが本格化してきている。しかし，まだ実際には教
員の中にはとまどいも多く，体系的なカリキュラムに基づいた教育への取り組みは，始まった
ばかりの状況と言える。
2.教員養成と環境教育
新しい領域としての環境教育にとって，指導者養成は重要な問題であると言える。環境教育
指導者は，学校の教師以上に，インタープリターやレンジャーにその役割は大き く， 今後その
養成が期待されている。しかし， これらの職業について必ずしも社会的な認識が充分とは言え
ず，その養成も系統的に行われてはいない。今後これらの整備が急務であるが，このような現
状においては，教員特に幼稚園小学校教諭が果たすべき役割は大きいと言えるだろう。
現状を見た場合多くの大学においては，まだ具体的な取組は始まったばかりである。教員養
成系の学部において，環境教育の講座は埼玉大学，東京学芸大学等など数校に見られるだけで
ある。環境教育が新しいしかも学際的な領域であるために専門の研究者が絶対的に不足してい
る状況にあることが理由としてあげられる。また，現行の教育職員免許法において，環境教育
に関する単位は免許取得のための必要条件とはなっていないことも関係していると考えられる。
環境教育が学際的な領域であることを考えた場合，今後環境教育の指導のできる教員を養成
していくためには， その位置付けを明確にした上で従来の教育関係科目との関係性を整理し，
学部学科の教育課程の見直しが必要であると思われる。
3.ネイチャーゲームとはなにか
特に幼児児童の環境教育において有効と思われるプログラムの一つにネイチャーゲームがあ
る。阿部 (1992）は生涯学習の視点から環境教育の中心課題を発達段階ごとに表1のように位
置付けている。つま り中心課題は，自然や人聞に関して，「その中で感性を養う教育」 「それら
について知識を育てる教育」「それらを守る方法を知り実際に行動する教育」と幼児期から青
年期，成人期にかけて移行するという視点である。これに従えば，幼児期から児童期にかけては，
自然や人の中で，それらを充分に味わうことが必要で、あると言える。ネイチャー ゲー ムは， ま
さにそれをねらいとしたゲームである。
これは，カリフォルニアナト｜ネパダ市郊外の
アナンダ村に住むジョセフ・コーネルによっ
て考案され1979年に発表された。自然を感じ，
理解し，自然と一体であることに気づき，そ
れをお互いに分かち合うこと，つま り「自然
への気づき」を目的としている。
現在60以上のゲームが考案されているが，
それらはそれぞれのゲームのねらいや特徴に
よって， 4つに分類されている。第1は熱意
を呼び起こすためのゲームである。ここには
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表1 発達段階ごとの環境教育の中心課題
発達段階 自然に対する教育 人間に対する教育
幼 児期 自然の中で感性を養 大人（親）の愛情につ
うこと つまれ，子供向士も
まれて育つこと
児童 期 自然の仕組や環境問 人間自身や人聞を取
題についての知識を り巻く文化・社会問
学ぶこと 題についての知識を
学ぶこと
青年期 環境を守り，環境問 環境問題や人聞を取
題を解決するための り巻く諸問題を解決
行動をとること するための行動をと
ること
遊び、の要素にあふれた活発な活動が含まれている。第2には感覚をとぎすますためのゲームで
ある。感性を高め，注意を集中する活動が含まれる。第3は自然を直接体験するゲームである。
自然との一体感を感じる活動が含まれる。第4は感動を分かち合うゲームである。理想、と共感
を分かち合う活動が含まれる。これらのゲームはそれ一つでもそれぞれの目的を充分に果たし
得るが，複数のものが組み合わされることでさらに効果的であると考えられている。基本的に
は第1のグループから順に第4のグループにむかつていくつかのゲームを選んで組み合わせる
ことが強調される。そうすることで自然な「流れjにしたがって体験できると考えられている
からである。コーネルはこれを「フローラーニング （Flowlearning）」と呼んで、いる。
今後ますますその重要性と有効性の認識は高まるものと思われる。
E 研修の目的
今後，環境教育への取り組みが益々盛んになるであろう現状において，教員養成のなかで果
たすべき役割はさらに重要なものとなっていくであろう。中でも従来明確な方法論を持ち得な
かった自然に対する「感性」の教育に大きな可
能性を持つネイチャーゲームは，理念や実際の
指導方法においても，教員養成のなかで大きく
取り上げられるべきプログラムのーっと言える。
現在，日本ネイチャーゲーム協会が中心となっ
て日本における普及研究活動を行っているが，
それが生み出された背景はどのようなものなの
であろうか。また，創始者であるコーネル氏は
実際にどのような指導を行うのであろうか。 写真1 ネイチャーゲーム創始者による講義風景
また，環境教育の先進国であるアメ リカ合衆国，中でも環境教育のフィ ールドとして代表的
なヨセミテ国立公園では，どのような管理や指導が行われているのであろうか。
以上のような問題意識に基づいて，本研修は以下の事柄を目的として実施された。
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(1) ネイチャーゲームの創始者より，その理念，指導原理，指導方法，新しいゲーム等につ
い~）w=:1：：：~：コL山れた背景となったアナン肌実際に滞在し付え方
:1i:t :[~;~: ::::;:~,: ：：~：~：＝~：，：：：ユれてUた
ので，それを利用することで研修を実施した。
皿研修内容
1 .研修期間
平成6年8月13日一21日
2.アナンダ村における研修
ユココ；：：；ニ叩パダ市郊外）はヨガを中心とした東洋脚キリスト教T：ロニ~：：：~：：：で；；2二三：：：；；：江：：：：；つ
ナダ山世界団から集まり現在では域族4~~＇人千活山る。研修のために滞在したのは アナンダ村の中心部カらは／し離れた「隠遁所（SeclusionRe-
treat）」と呼ばれる地区でム。ここは，ヨガの研修や「静かな時を過ごしたい」人のための
1 Prem 
3 Shanti 
4 Santosh 
s Jyoti 
6 Dharma 
7 Priya 
a Kali Lodge 
9 Aπ,rita 
10 Atman 
11 Clara 
12 Suriya 
13 Swami 
14 Arjuna 
15 Satya 
16 Gardner 
17 Aum 
18 Hanuman 
19 Lahiri 
20 Prana 
21 Gurudas 
22 Chela 
23 Anahat 
Ananda 
Seclusion Ret酬が：
図1 研修場所地図
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ある種の研修地区となっている。 シュカ、、ー パイ ンやブラックオークの木々の中， 山の中腹にあ
る広大な自然林を切り開いて，膜想所 （Temple），ダイニング・キッチン， シャワー ・ トイレ
などの協同施設や，研修生滞在用のキャピン（通常はスタッフの住居），常設テン トのあるキヤ
ンピンググラウ ンドなどが配置されている （図1）。特に夏は晴天が多い乾燥した土地なので，
水は貴重品で、あった。
トイレも一部を除いて，
大きな穴を掘った上に
小，屋を立てた もので
あった。使用後には，
おがくずと石灰をまく
ことで虫や匂いを防い
でいる。電気は，太陽
電池で必要最低限の電
力を得ている。そのた
め，照明等はプロパン
芳、スによるランタンを
用いている。
(2）研修日程
表2に示す日程にし
たがって研修が行われ
た。
(3) ネイチャーゲー
ムの指導
研修期間中， 以下の
ネイチャーゲームにつ
Saturday, August 13th 
表2 アナンダ村研修プログラム
“Nature Games U. S. A. T剖J（”
August 13・16th,1994 
5:00 Arival, short tour of the Retreat, including your tent or cabin 
6:30 Dinner 
7:30 Introduction in the Temple 
Sunday, August 14th 
7:15 Bel rung for Meditation 
7:30・8:30 Meditation class led by Anand, 
8:00 9:00 Breakfast 
9:00 Workshop led by Joseph (Meet on Common Dome Deck; bring a ful water botle.) 
12:00 Lunch 
1:00 Short talk on Nature Games Philosophy. (Meet in Outdoor Classroom) 
2:00 Leave for tour of Ananda Vilage. (Meet on deck. Bring ful water bottle) 
6:30 Dinner at Seclusion Retreat 
8:00 Walk to Bald Mountain to see sunset 
Monday, August 15th 
7:15 Breakfast Bel 
7:15-8:30 Breakfast served 
9:00 Meet in Common Dome to assemble your lunch 
Remember to bring pack. ful water bottle, swim suit, towel, warm jacket, ram 
jacket. notebook and pen, sun glasses, sun hat, hiking shoes (no sandals), and a 
flashlight for our return trip home 
9:15 Leave for Grouse Ridge Lakes area 
Lunch will be at Sanford Lake, swimming, nature activities 
4:30 Hike back to campground for dinner 
8:00p. m. Arrive back at Ananda 
Tuesday, August 16th 
7:45 Meditation Bel 
8:00 8:30 Meditation (No class, just practice toghther.) 
8:30-9:30 Breakfast 
9:30 Questions and answers with Joseph (Outdoor classroom area) 
11:30 Lunch 
12:30 Closing Ceremony 
1:00 Depart for buses to Yosemite 
いて，創始者及ぴスタ ッフより直接指導を受けた。
a . Getting Acquainted はじめまして
これは，「人間的な環境教育」の著者であるク リフ・ナップによって考案されたものをネイ
チャーゲームに取り入れたものである。それぞれの自然体験をお互いに尋ねあいながら自己紹
介をしていく。その際，手がかり になるようにあらかじめいく つかの質問を書いたカードを持
合い，お互いに質問しあうゲームである。日本で行われているのは，日本ネイチャーゲーム協
会で作成したものを用いるが，今回は，コーネル氏自作のカードが用いられた。用意された質
問は以下のとおりある。
1.傷ついた動物や樹木を助けたことがありますか。
Have you had an experience when you helped an injured animal or tree? 
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2.植物や動物に生まれ変わることができたら，何になりたいですか。
If you wer巴toturn into a plant or animal, what would you want wo be ? 
3.自然の中で自分の限界を克服するような経験をしたことがありますか。
Have you had an experience of overcoming a personal limitation in nature ? 
4.動物を飼ったことがあり ますか。
Have you had an experience of raising any animals ? 
5.野生の動物にあったことがありますか。
Have you had an experi巴nceof seeing any wild animals in nature 7 
6. 自然の中での体験で、特に印象的だ、った体験を教えてください。
Tel me your most impressive experience in nature 7 
7.好きな野外活動は何ですか。
Tel me your favorite activity in nature 7 
8.アメ リカで何を体験したいですか。
What do you hope to experience in this tour ? 
b . Animal game 動物あてゲーム
これは，動物の分類や生態を楽しく学ぶことを目的にしたゲームである。一人の指導者が全
員を対象にヒントを出していき，各自分かったら合図を送るという形式と，2つのグループの
中で互いにヒン トを出し合う対抗戦の形式とがある。ここでは前者の形式で行われた。実際の
ヒント （抜粋）と答えは次のとおりである。
1.私には長い2本のアンテナがあります。
2.私には8本の足があります。
3.長いアンテナの先には目があります。
4.水辺に住んでいます。
5.甲羅とはさみを持っています。
6.横に歩きます。
c . Build a tree 木を作ろう
答え ：カニ
樹木の生物学的知識を伝えることと同時に，集団の凝集性や連帯感を育てることをねらいと
したゲームである。指導者が樹木の構造を説明しながら，グルー プの中から指名した人を樹木
の各部位に見立てて木を作っていく。
1.心材 2.主根 3.側根 4.辺材（木部） 5.形成層と師部 6.樹皮
これらの役にあたった人は，水を吸い上げる様子（主根，側根， 辺材役）や光合成した養分
を根に下ろす様子 （形成層 ・師部役人外敵に対して身を守る様子（樹皮役）をそれぞれ演じ
るというものである。
d . Tree immagery 木の1年
木の生活史を学び，木への共感や尊敬の念を育てるためのゲームである。指導者のナレーショ
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ンを聞きながら，目を閉じて自分自身が木になったイメージを膨らませていく。
e. Nature meditation ネイチャーメデイテーション
自然の中で静かに目を閉じて呼吸を整え，意識を自分から自分を取り巻く環境に広げていく。
f . Sunset watch サンセットウォッチ
チェックリストの項目を手がかりに，日没の前後の数時間に起こる変化に気づき，それを味
わう。
g . Journey to the hea,rt of nature 自然の心に触れる旅（いくつかのエクササイズを含む）
他に，ネイチャーゲームには含まれない，いくつかの自然教育プログラムの指導を受けた。
a.スタンツ
自然について学んだことや知っていることを
グループです劇で表現する。
b.風景探しI
提示された写真の風景の場所を個人で探す。
c.風景探しH
グループ毎に数枚の写真と地図を持ち，それ
ぞれの写真の風景を探して地図のその位置に写
真の番号を記入する。
3. ヨセミテ国立公園における研修
写真2 スタンツ
ヨセミテ国立公園では次の4つの団体が環境教育のためのプログラムを提供している。第1
は，ヨセミテアソシエーションである。 これは公園の教育的な支援を目的に1920年頃に設立さ
れた非営利の民間団体である。第2はヨセミテインスティチュー トである。これも，独自に自
然解説活動を実施する非営利の民間団体で1971年に設立された。活動は参加者の支払う料金で
賄われている。第3はヨセミテ基金である。こ
れは募金活動が中心で，自然解説活動に対して
資金援助の形で，ヨセミテ国立公園の環境教育
に貢献している団体である。第4にはヨセミテ
パーク＆カリー会社である。ヨセミテ国立公園
内のすべての営利目的施設を運営している会社
で，夜の解説プログラムやガイドツアーを実施
している。
この中で，ヨセミテインステイチュー トのナ 写真3 ヨセミテインスティテュー ト，
チユラリスト，エリックの解説でヨセミテ渓谷 ナリユラリスト，エリック（左）
からマリポサグローブにかけての公園南部の見学を行った。
また， 4マイルトレイルという コー スのトレッキングを千子った。
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写真5 倒木 （マリポサのジャイアントセコイア）
写真4 エル・ キャピタン
N 考察と展望
ネイチャーゲームの理念と実際の指導を受けられたことは，非常に貴重な体験であったと思
う。日本においてその指導普及を行う日本ネイチャーゲーム協会は，創始者の意図やねらいを
非常に正確に伝えていると感じた。しかし，日本の環境の中で徐々に変質して行くことは否め
ない。特に日常社会の中にある「競争」の原理をまったく排除することは不可能なことであろう。
ところが創始者から指導を受けたネイチャーゲームは，「競争」の形をとるゲームであっても，
一番になることを目指しているのではなし「競争」それ自体と同時にやはり「自然」を楽し
むことをねらいとしたものであることを痛感した。無論創始者の人柄や風土によるものも大き
いが，日本においてもそれを目指して行くべきであろうと思う。
今回の研修においてヨセミテ国立公園での調査研修は必ずしも充分なものとは言えなかった
ように感じている。むしろ，実際に訪れ，いくつかの環境教育プログラムを体験した中で，更
にいくつかの課題を発見したことが成果であると言えるかも知れない。特に今後公立学校との
連携の実際と課題について検討したい。現在このような目的で公園自体が主催するプログラム
が実際に運用されているが，レンジャーの話では，日本でいう「遠足」の域をでないものであ
るらしい。それであっても，日本に比べて膨大なレンジャーを抱え，しかも生徒数人に一人の
引率者を求めての実施である。これを直接日本に導入することは現状では不可能であろう。し
かし， 学校教育における環境教育においては， レンジャーやインタープリター ，コーデイネー
ターといった，それぞれの専門家との連携が不可欠である。日本において有効な公園利用を教
育の観点から考察する上で，このヨセミテの事例の詳細な検討が必要であると感じている。ま
た， このことは教員養成においても同様である。教員志望学生に対して公園自体が環境教育プ
ログラムを提供することの可能性や単位認定の展望なども今後の課題であろう。
幼稚園教育要領にも，「感性」を育てることの重要性がうたわれているが，いままで呆たし
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て耳障りのいい「お題目jに終わっていなかっただろうか。「感性Jとは何かさえ，共通認識
ができているとは言い難いように思う。少なくても今まで以上に 「自然の中で」の教育が重要
視されるべきではないだろうか。
レイチェルカーソンのいう 「子供のセンスオブワ ンダーを育てるために子供のそばについ
ていられる大人」としての教員を育てるためにも，今後教員養成において環境教育への具体的
な取組が必要であることを痛感している。
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